
な
お
さ
と

鹿
島
鍋
島
藩
六
代
藩
主
鍋
島
直
郷
（
享
保
三
年
生
、
明
和
七
年
没
）
は
、
二
百
余

冊
に
も
お
よ
ぶ
文
芸
草
稿
群
『
楓
園
家
塵
」
を
遺
し
た
祖
父
鍋
島
直
条
の
生
き
方
に

範
を
求
め
、
当
藩
歴
代
藩
主
の
な
か
で
も
抜
き
ん
で
た
文
人
大
名
で
あ
る
。
『
御
年

譜
」
（
祐
徳
稲
荷
博
物
館
中
川
文
庫
蔵
）
巻
五
に
よ
る
と
、
幼
少
の
頃
は
さ
て
お

き
、
青
年
期
以
降
、
直
郷
は
二
人
の
師
に
教
え
を
仰
い
で
、
本
格
的
に
文
事
に
取
組

お
し
こ

ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
一
人
は
和
歌
の
師
、
風
絃
堂
長
賢
こ
と
鴛
河
申
也
。
松
永
貞
徳

門
下
の
望
月
長
孝
の
流
れ
を
汲
む
地
下
歌
人
で
あ
る
。
師
弟
の
関
係
は
元
文
二
年
三

月
に
始
ま
り
、
翌
三
年
七
月
に
申
也
の
死
に
よ
っ
て
二
年
に
も
満
た
な
い
ま
ま
に
終

わ
る
。
い
ま
一
人
は
儒
学
漢
文
学
の
師
、
川
越
藩
儒
河
口
静
斎
で
あ
る
。
静
斎
、
名

は
光
遠
、
字
は
子
深
、
穆
仲
、
通
称
は
三
八
、
静
斎
は
そ
の
号
で
、
他
に
苧
山
、
新

酊
囎
月
庵
な
ど
。
木
下
順
庵
の
門
下
、
い
わ
ゆ
る
木
門
で
新
井
白
石
と
並
び
称
さ
れ

る
室
鳩
巣
の
高
弟
で
あ
る
。
『
御
年
譜
」
に
は
、
宝
暦
元
年
、
直
郷
三
十
四
歳
の
条

に
、
静
斎
を
江
戸
藩
邸
に
召
し
て
「
孟
子
」
の
講
義
を
受
け
、
以
後
詩
の
応
酬
を
重

ね
て
親
交
を
深
め
た
と
記
さ
れ
る
が
、
宝
暦
四
年
十
二
月
に
静
斎
が
五
十
二
歳
で
生

涯
を
閉
じ
、
こ
の
師
弟
関
係
も
数
年
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

木
門
の
儒
学
者
た
ち
の
文
学
熱
と
鍋
島
直
郷

当
時
の
学
界
文
壇
に
あ
っ
て
、
木
門
の
儒
学
者
と
し
て
相
応
に
名
声
を
得
て
い
た

静
斎
で
あ
る
が
、
彼
の
著
作
は
ほ
と
ん
ど
が
写
本
で
行
わ
れ
、
か
つ
伝
本
も
多
く
は

な
く
、
そ
の
学
説
思
考
を
よ
く
う
か
が
い
得
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
し
か

し
、
直
郷
は
短
い
師
弟
関
係
の
間
に
、
静
斎
の
著
作
を
多
く
書
写
し
て
自
身
の
蔵
書

中
に
蓄
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
祐
徳
稲
荷
博
物
館
中
川
文
庫
に
現
存
す
る
。

し
も
む
ら
な
が
み
つ

な
か
で
も
、
静
斎
が
直
郷
に
語
っ
た
と
こ
ろ
を
家
臣
霜
邨
長
盈
が
筆
記
し
た
と
い

う
「
乗
筆
録
』
（
写
本
四
冊
）
は
、
も
ち
ろ
ん
他
所
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
た

だ
に
直
郷
が
静
斎
か
ら
得
た
知
識
の
実
際
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
近
時
深
ま
り

つ
つ
あ
る
木
下
順
庵
と
そ
の
一
流
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。
以
上
の
よ
う
な
点
を
、
筆
者
は
か
っ
て
「
江
戸
時
代
漢
学
者
の
「
語
録
」
と
そ

の
周
辺
ｌ
河
口
静
斎
「
乗
筆
録
」
」
（
「
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
国
際
文
化
学
科

編
」
二
十
六
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）
と
し
て
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後

の
調
査
結
果
を
加
え
て
、
今
回
の
国
文
学
研
究
資
料
館
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
江
戸

の
〈
知
〉
ｌ
蔵
書
の
種
々
相
を
考
え
る
」
（
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
九
日
）
で

は
、
「
佐
賀
鹿
島
藩
蔵
書
に
見
え
る
漢
文
学
資
料
」
と
題
す
る
報
告
を
さ
せ
て
い
た

大
庭
卓
也
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「
静
斎
随
筆
」
一
巻
は
、
弘
化
二
年
か
ら
安
政
四
年
に
か
け
て
、
安
中
藩
主
板
倉

勝
明
が
当
時
写
本
で
流
布
す
る
儒
学
者
の
著
書
を
彙
集
刊
行
し
た
一
大
叢
書
「
甘
雨

亭
叢
書
」
五
集
四
十
冊
別
集
二
集
十
六
冊
の
う
ち
、
別
集
第
三
冊
に
編
録
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
『
斯
文
源
流
』
（
宝
暦
八
年
刊
）
と
と
も
に
近
世
期
に
公
刊
さ
れ
た

数
少
な
い
静
斎
の
著
作
で
あ
り
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
甘
雨
亭
叢
書
本
系

統
の
本
を
基
に
「
日
本
芸
林
叢
書
」
第
三
巻
に
活
字
化
も
な
さ
れ
、
我
々
に
は
最
も

親
し
い
静
斎
の
著
作
で
あ
る
。
た
だ
、
本
書
を
手
に
し
た
誰
も
が
抱
く
不
満
は
、
第

一
に
分
量
が
少
な
き
に
過
ぎ
、
内
容
が
は
な
は
だ
乏
し
く
思
わ
れ
る
点
に
あ
ろ
う
。

収
載
す
る
の
は
三
十
六
条
の
雑
考
。
漢
文
で
は
な
く
和
文
で
著
し
、
各
条
に
標
題
を

付
す
と
い
う
体
裁
は
、
室
鳩
巣
の
「
駿
台
雑
話
」
（
享
保
十
七
年
成
、
寛
延
元
年
刊
）

に
も
似
て
、
あ
る
い
は
師
の
好
随
筆
を
意
識
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
標
題
の
み
を
掲
げ
れ
ば
次
の
通
り
と
な
る
。

も
こ
を
は
の
事
、
昭
宣
公
の
事
、
女
直
の
事
、
帰
去
来
辞
の
事
、
阿
房
宮
賦
の

事
、
赤
壁
賦
の
事
、
秋
風
辞
の
事
、
伯
仲
叔
季
の
事
、
字
の
事
、
滕
王
閣
序
の

だ
い
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
多
く
を
省
略
せ
ざ
る
を
得
ず
、
再
説
の
機
会
を
う
か

が
っ
て
い
た
が
、
幸
い
本
誌
に
紙
面
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
旧
稿
と
先
の
報
告
で
舌

足
ら
ず
と
な
っ
た
点
を
補
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
残
さ
れ
た
問
題
の
ひ
と

つ
に
、
す
で
に
知
ら
れ
る
静
斎
の
随
筆
『
静
斎
随
筆
」
と
『
乗
筆
録
』
の
比
較
が
あ

る
。
こ
の
あ
た
り
の
検
討
か
ら
始
め
て
お
き
た
い
。

■■■■■

事
、
日
本
人
の
字
の
事
、
結
納
の
事
、
俗
間
通
用
文
字
の
事
、
反
古
紙
の
事
、
町

の
事
、
匂
の
字
の
事
、
仏
の
事
、
上
利
剣
の
事
、
遊
仙
窟
の
事
、
先
聖
謹
号
の

事
、
不
し
嬰
二
同
姓
一
事
、
夢
想
の
事
、
頭
の
字
の
事
、
尊
号
の
事
、
菅
家
の
事
、

太
守
の
事
、
物
名
の
事
、
亜
相
の
事
、
望
姓
の
事
、
盧
家
の
事
、
山
人
の
事
、
詩

会
作
法
の
事
、
且
の
字
の
事
、
虐
の
字
の
事
、
遺
の
字
の
事
、
略
字
の
事

い
ず
れ
も
和
漢
の
文
献
を
縦
横
に
引
用
参
看
し
、
ま
た
三
宅
観
澗
（
女
直
の
事
、
大

守
の
事
）
、
雨
森
芳
洲
（
女
直
の
事
、
仏
の
事
）
、
梁
田
蜆
巌
（
赤
壁
賦
の
事
）
、
室

鳩
巣
（
匂
の
字
の
事
）
、
細
井
広
沢
（
詩
会
作
法
の
事
）
ら
の
直
談
も
見
え
て
、
静

斎
の
深
い
知
識
と
鐸
々
た
る
人
物
と
の
広
い
交
際
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
分
量
の
少
な
さ
は
ど
う
考
え
て
も
釣
合
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
本
文
の
奥
に
そ
の
ま
ま
刊
刻
さ
れ
た
大
田
南
畝
の
識
語
「
静

斎
随
筆
、
抄
写
子
鈴
木
白
藤
家
云
／
杏
花
園
」
に
逢
着
す
る
に
至
っ
て
、
甘
雨
亭
叢

書
の
「
静
斎
随
筆
」
は
、
南
畝
が
鈴
木
白
藤
家
蔵
本
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
鈴
木
白
藤
、
書
物
奉
行
を
勤
め
て
当
時
か
ら
蔵
書
家
と

し
て
名
高
く
、
大
田
南
畝
と
は
親
交
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
南
畝
が
抄
出
し
た
白

藤
家
蔵
の
「
静
斎
随
筆
」
は
ど
れ
位
の
分
量
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
白
藤
み
ず
か

ら
編
ん
だ
「
白
藤
書
屋
蔵
書
目
録
」
な
る
一
書
も
あ
る
そ
う
だ
が
、
今
の
筆
者
に
は

見
る
術
が
な
い
。
そ
こ
で
、
各
所
に
写
本
で
伝
わ
る
『
静
斎
随
筆
」
の
調
査
を
若
干

試
み
て
も
、
い
ず
れ
も
甘
雨
亭
叢
書
本
系
統
の
本
で
、
前
掲
の
三
十
六
条
を
内
容
と

す
る
征
ｌ
）
。
数
本
を
検
し
た
だ
け
の
発
言
で
い
さ
さ
か
気
が
ひ
け
る
も
の
の
、
南

畝
の
抄
に
か
か
る
断
片
の
方
が
、
広
本
を
お
い
て
流
布
し
読
ま
れ
て
き
た
と
い
う
の

が
、
『
静
斎
随
筆
」
の
実
情
で
あ
る
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
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と
は
言
え
、
近
世
屈
指
の
文
人
南
畝
の
眼
を
経
た
三
十
六
条
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

漏
れ
た
条
々
に
は
大
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
な
く
、
本
書
の
面
目
を
う
か
が
う
に

は
、
こ
の
抄
出
だ
け
で
充
分
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ
ろ
う
。
成
程
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
し
て
も
、
不
満
は
い
ま
ひ
と
つ
あ
る
。
甘
雨
亭
叢
書
本
で
は
『
静
斎
随

筆
」
の
成
立
時
期
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
点
で
あ
る
。
白
藤
家
本
に
元
々
無
か
っ

た
も
の
か
、
成
立
時
期
を
示
す
静
斎
の
、
あ
る
い
は
他
人
に
よ
る
序
賊
、
奥
書
識
語

の
類
を
南
畝
は
写
し
て
は
い
な
い
。
あ
る
の
は
南
畝
自
身
の
書
写
奥
書
だ
け
で
、
そ

こ
で
も
『
静
斎
随
筆
」
の
成
立
時
期
に
言
及
し
な
い
こ
と
、
先
に
提
示
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
な
ら
ば
、
本
文
に
そ
の
手
が
か
り
を
求
め
て
み
て
も
、
唯
一
、
第
六
条

「
赤
壁
賦
の
事
」
の
条
で
、
梁
田
蜆
巌
よ
り
以
前
聞
い
た
説
を
紹
介
し
て
「
今
既
に

三
十
年
に
近
し
」
と
言
い
、
こ
の
条
が
五
十
二
年
を
生
き
た
静
斎
の
晩
年
に
書
か
れ

た
こ
と
が
、
か
ろ
う
じ
て
想
像
さ
れ
る
程
度
な
の
で
あ
る
。
な
お
『
静
斎
随
筆
』
と

は
ま
た
別
の
書
と
な
る
が
、
『
国
書
解
題
』
の
著
者
佐
村
八
郎
は
、
成
立
時
期
の
明

ら
か
な
静
斎
の
随
筆
と
し
て
「
老
人
雑
話
」
な
る
一
巻
の
写
本
を
挙
げ
、

文
武
諸
道
の
雑
事
を
筆
録
し
た
る
も
の
。
享
保
十
年
乙
巳
〔
二
三
八
五
〕
（
筆

者
注
、
皇
紀
年
。
西
暦
の
一
七
二
五
年
）
九
月
の
記
な
り
。
著
者
の
署
名
は

（
マ
マ
）

「
新
汀
嚥
月
庵
」
と
の
号
を
以
て
せ
り
。

と
説
明
す
る
。
が
、
享
保
十
年
は
静
斎
二
十
三
歳
の
年
に
あ
た
り
、
書
名
に
「
老

人
」
の
語
を
用
い
る
に
は
少
し
無
理
が
あ
る
。
あ
る
い
は
「
乙
巳
」
は
「
己
巳
」
の

誤
り
か
。
と
す
れ
ば
寛
延
二
年
、
静
斎
四
十
七
歳
の
時
に
編
成
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
現
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
何
と
も
言
え
な
い
の
を
遺
憾
と
す

る
。
要
す
る
に
、
『
静
斎
随
筆
』
は
そ
の
全
き
姿
か
ら
、
成
立
時
期
、
あ
る
い
は
異

世
に
最
も
流
布
し
た
甘
雨
亭
叢
書
の
「
静
斎
随
筆
」
は
、
わ
ず
か
三
十
六
条
を
抄

出
し
た
小
冊
子
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
乗
筆
録
』
は
各
九
十
か
ら
百
丁
ほ

ど
の
四
冊
。
そ
れ
ぞ
れ
に
四
季
の
名
を
当
て
、
春
集
、
夏
集
、
秋
集
、
冬
集
と
数
え

る
。
の
ち
に
触
れ
る
が
、
直
郷
の
家
臣
に
し
て
本
書
の
筆
録
者
で
あ
る
霜
邨
長
盈

が
、
編
集
整
理
の
行
き
届
い
て
い
な
い
点
を
賊
文
で
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
文

に
は
若
干
の
重
複
錯
乱
が
あ
っ
て
精
確
に
定
め
か
ね
る
も
の
の
、
本
書
に
書
留
め
ら

れ
た
静
斎
の
談
話
は
九
百
余
条
の
多
き
を
数
え
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
内
に
は
、

甘
雨
亭
叢
書
本
の
三
十
六
条
と
内
容
の
う
え
で
連
絡
を
も
つ
も
の
が
ま
ま
認
め
ら
れ

る
。
い
ま
一
、
二
を
例
せ
ば
、
甘
雨
亭
叢
書
本
第
十
一
条
「
日
本
人
の
字
の
事
」
の

初
め
に
、

あ
ざ
な

此
方
に
て
、
字
と
い
ふ
事
、
い
に
し
へ
に
見
え
た
れ
ば
、
菅
丞
相
を
菅
三
と
云
、

い
ふ
か
か

文
屋
康
秀
を
文
琳
と
云
類
、
一
例
な
り
。
是
は
平
生
の
本
名
、
道
真
、
康
秀
に
拘

は
ら
ず
、
別
に
姓
名
と
も
に
命
じ
て
、
大
学
寮
に
て
堂
監
の
学
生
を
呼
ぶ
為
と

こ
の
こ
と

す
。
大
学
に
入
ら
ざ
る
人
は
此
事
な
し
。
…

と
あ
る
の
は
、
「
乗
筆
録
」
春
集
に
見
え
る
、

名
に
し
て
同
趣
の
書
に
い
た
る
ま
で
、
詳
細
は
こ
と
ご
と
く
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。
で
は
こ
こ
で
、
鍋
島
直
郷
の
蔵
書
に
あ
る
「
乗
筆
録
」
を
考
慮
に

入
れ
て
み
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
疑
問
を
ど
の
く
ら
い
解
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。

一
一
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○
日
本
ニ
テ
ハ
、
字
ツ
ク
コ
ト
稀
ナ
リ
。
古
へ
諸
生
ノ
学
寮
二
入
ル
者
ハ
、
字

付
タ
ル
ト
見
へ
タ
リ
。
文
琳
、
菅
三
、
紀
寛
ナ
ド
ノ
如
シ
。

の
談
話
が
対
応
し
、
ま
た
甘
雨
亭
叢
書
本
第
二
十
八
条
「
亜
相
の
事
」
、

大
納
言
を
亜
相
と
い
ふ
こ
と
、
「
史
記
」
将
相
年
表
に
、
御
史
太
夫
の
事
を
亜
相

と
註
せ
り
。
漢
の
御
史
太
夫
は
、
唐
宋
の
制
と
違
ひ
、
宰
相
の
次
な
り
。
御
史
太

ロ
つ
つ

夫
よ
り
多
く
丞
相
に
遷
る
。
丞
相
の
副
な
る
ゆ
へ
に
、
亜
相
と
云
し
と
み
え
た

り
。
我
朝
に
て
暫
く
、
大
納
言
を
御
史
太
夫
と
も
云
し
ゆ
へ
に
、
三
公
に
次
ぐ
職

な
る
を
以
て
、
「
史
記
」
に
本
づ
き
、
亜
相
と
い
ふ
な
ら
ん
。

は
、
『
乗
筆
録
』
秋
集
の
、

○
本
朝
モ
昔
ハ
官
名
、
唐
名
ヲ
用
イ
ラ
ル
ト
見
へ
テ
、
大
師
、
御
史
太
夫
ナ

ド
、
国
史
ニ
マ
、
記
ス
ル
処
ナ
リ
。
御
史
太
夫
ヲ
改
テ
、
大
納
言
ト
セ
ラ
ル
、

故
二
、
唐
名
ヲ
亜
相
ト
云
。
是
ハ
「
漢
書
」
ノ
孝
景
年
表
二
、
御
史
太
夫
ノ
傍

二
亜
相
ト
ッ
ケ
テ
ア
ル
故
ナ
ル
ベ
シ
。

と
見
え
る
談
話
と
お
お
よ
そ
同
一
の
内
容
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
甘
雨
亭
叢
書
本
第

三
十
二
条
「
詩
会
作
法
の
事
」
で
は
、

あ
る
い
そ
の
た
だ

詩
会
に
作
法
あ
る
事
を
聞
ず
。
今
の
世
或
は
其
式
を
説
く
も
の
、
只
和
歌
の
会
式

を
模
す
る
の
み
。
「
老
人
雑
話
」
の
第
一
条
に
、
五
山
の
大
詩
会
を
短
冊
切
と
い

ば
ぼ

ふ
よ
し
を
戦
せ
、
粗
其
法
を
記
せ
り
。
…

と
、
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
儒
医
江
村
専
斎
の
『
老
人
雑
話
」
（
話

は
非
常
に
紛
ら
わ
し
く
、
先
に
見
た
『
国
書
解
題
」
が
静
斎
の
随
筆
と
し
て
指
摘
す

る
も
の
と
は
同
名
の
異
書
で
、
写
本
二
巻
）
を
引
く
が
、
「
乗
筆
録
」
夏
集
に
も
、

も
と

○
江
村
専
斎
ハ
、
本
肥
後
熊
本
ノ
士
ナ
リ
。
加
藤
家
滅
テ
後
、
森
美
作
守
二
仕

し
い

う
。
三
好
ガ
義
輝
ヲ
試
シ
タ
リ
シ
年
生
レ
テ
、
百
歳
ニ
テ
果
タ
リ
。
伊
藤
宗

恕
、
懇
意
ニ
テ
、
専
斎
ガ
話
ス
ル
事
ヲ
書
ト
メ
タ
ル
ヲ
、
「
老
人
雑
話
』
卜

そ
の

云
。
其
中
二
、
専
斎
幼
少
ノ
時
、
…

と
、
こ
の
書
物
を
話
題
に
す
る
条
も
見
え
る
。
こ
う
し
た
対
応
関
係
は
、
南
畝
が
捨

て
て
抄
出
し
な
か
っ
た
鈴
木
白
藤
家
蔵
本
の
条
々
の
内
容
を
、
ま
た
『
国
書
解
題
」

が
静
斎
著
と
し
て
掲
げ
る
「
老
人
雑
話
」
な
る
一
書
の
内
容
を
も
、
「
乗
筆
録
」
が

覆
っ
て
い
る
こ
と
を
充
分
に
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
甘
雨
亭
叢
書
本
に
対
し

て
抱
く
第
一
の
不
満
は
、
お
お
む
ね
こ
れ
で
解
消
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
分
量
の
多

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
と
言
っ
て
も
『
乗
筆
録
」
は
第
三
者
に
よ
る
口
述
筆
記

で
あ
る
か
ら
、
静
斎
自
身
が
編
集
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
の
は
あ
ま

り
に
戯
れ
な
、
と
思
う
よ
う
な
言
葉
も
否
応
な
く
書
留
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結

果
、
甘
雨
亭
叢
書
の
南
畝
抄
出
本
、
あ
る
い
は
鈴
木
白
藤
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う

広
本
、
こ
れ
ら
二
つ
の
『
静
斎
随
筆
』
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
内
容
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
ま
た
容
易
に
推
測
さ
れ
よ
う
。
四
冊
と
も
に
、
恐
ら

く
は
直
郷
の
時
代
に
補
っ
た
と
思
し
い
表
紙
の
下
に
残
る
原
表
紙
に
は
、
打
付
け
に

「
博
聞
録
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
初
め
の
名
も
、
本
書
の
内
容
を
よ
く
表
し
て

い
て
捨
て
が
た
い
。

そ
の
う
え
「
乗
筆
録
」
に
関
し
て
は
、
成
立
時
期
お
よ
び
筆
録
時
期
も
明
ら
か
で

あ
る
。
冬
集
の
奥
に
、
本
書
の
筆
録
者
で
あ
る
霜
邨
長
盈
の
漢
文
の
賊
が
置
か
れ
て

お
り
、
宝
暦
六
年
八
月
十
六
日
の
撰
述
で
、
本
書
の
成
立
は
こ
の
時
で
あ
る
。
ま
た

文
中
、
寛
延
三
年
か
ら
宝
暦
三
年
に
い
た
る
筆
記
を
編
成
し
た
と
明
言
し
て
お
り
、

本
書
に
書
留
め
ら
れ
る
の
は
、
静
斎
四
十
八
歳
か
ら
五
十
一
歳
ま
で
の
談
話
で
あ
る
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こ
と
も
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
第
二
の
不
満
も
見
事
に
解
消
さ
れ
、
ま
さ

に
渇
を
癒
し
得
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、
旧
稿
で
は
提
示
し
な
か
っ
た
賊
の

全
文
を
注
釈
を
付
し
て
掲
げ
、
談
話
の
筆
録
時
期
、
つ
い
で
な
が
ら
成
立
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
長
盈
の
言
葉
に
た
た
く
こ
と
と
し
よ
う
。

一
一

「
乗
筆
録
」
は
、
静
斎
先
生
の
謹
話
す
る
所
を
以
て
録
す
。
蓋
し
語
類
な
り
。
先

よ
よ
三

生
、
姓
は
河
口
、
名
は
子
深
、
字
は
穆
仲
、
東
都
の
産
な
り
。
其
の
先
、
世
和

お
よ
い
た

四
を

州
刺
史
前
橋
侯
に
仕
へ
、
先
生
に
迄
び
至
り
麻
生
邸
の
中
に
届
る
。
因
り
て
別
に

五
六
七

苧
山
先
生
と
号
す
。
初
め
学
を
三
宅
観
淵
子
に
受
け
、
後
に
鳩
巣
室
先
生
に
従
ひ

つ
と
八
九

て
遊
ぶ
。
蚤
に
閏
洛
の
淵
源
を
窮
め
、
広
く
和
漢
の
載
籍
に
通
ず
。
且
つ
其
れ
、

－
０気

象
の
温
籍
、
文
辞
の
巧
麗
の
ご
と
き
は
、
則
ち
時
人
の
推
す
所
な
り
と
云
ふ
。

二
一
二
一
三
た
つ
と

吾
が
侯
も
亦
た
典
故
を
好
み
、
文
雅
を
尚
ぶ
。
嘗
て
先
生
の
名
を
聞
き
、
相
識
ら

一
四

ん
と
欲
す
る
こ
と
久
し
・
而
る
に
未
だ
機
会
を
得
ず
。
遂
に
盈
を
し
て
命
を
伝ま

み

へ
、
其
れ
以
て
其
の
門
に
遊
ぱ
し
む
る
こ
と
旧
有
る
な
り
。
既
に
し
て
召
し
て
見

一
五

ゆ
れ
ば
、
大
い
に
悦
び
、
乃
ち
新
註
孟
子
を
縮
講
せ
し
む
。
是
よ
り
し
て
後
、
月

一
六
そ

や

に
必
ず
五
六
次
、
率
ね
以
て
例
と
為
す
。
赤
の
講
の
関
む
毎
に
、
必
ず
席
を
進
め

相
語
る
こ
と
、
或
は
杯
酒
を
以
て
し
、
或
は
唱
酬
を
以
て
す
。
其
れ
多
方
探
索
し

一
七
の
ぞ

一
八

て
以
て
蜆
む
に
当
た
り
、
将
に
異
聞
有
ら
ん
と
す
る
や
、
則
ち
先
生
の
応
対
す
る

一
九
つ
く

こ
と
流
る
る
が
ご
と
く
、
其
の
両
端
を
叩
き
て
錫
す
。
未
だ
事
の
雅
俗
、
隠
僻
、

わ
た

難
易
に
亘
る
を
以
て
す
る
こ
と
有
る
を
見
ず
。
其
の
言
の
色
、
其
れ
澗
大
に
し
て

な
づ
二
０
か
く
こ
こ
い
よ
い
よ

拘
ま
ず
、
事
情
に
洞
達
す
る
こ
と
大
概
是
の
ご
と
し
。
斯
を
以
て
、
交
誼
愈
益
熟

や

た
を

も
と

し
て
綴
ま
ざ
る
こ
と
年
数
あ
り
。
会
た
ま
先
生
の
侍
読
を
以
て
徴
め
ら
れ
て
藩
に

ま
み

う
ら

赴
く
に
遇
ふ
。
故
に
再
び
見
ゆ
る
こ
と
能
は
ず
、
以
て
憾
む
く
し
と
為
す
。
労
疾

た

一
二
か

に
罹
る
を
尋
ぬ
る
も
、
起
た
ず
し
て
以
て
賛
を
易
ふ
。
時
に
年
五
十
有
二
な
り
。

二
二
あ
あ
お

実
に
壬
戌
の
十
二
月
十
六
日
な
り
。
肝
、
天
の
人
才
を
与
ふ
る
こ
と
、
豈
に
樫
し

な
ん
ま

す
み
や

一
》
一
』

む
所
有
ら
ん
や
。
局
ぞ
厭
げ
て
之
を
奪
ふ
こ
と
速
か
な
ら
ん
や
。
弦
に
於
い
て

二
三
よ
み

か
、
余
一
に
以
て
大
君
の
賢
を
友
と
す
る
の
盛
意
を
善
し
、
一
に
以
て
先
生
の

ひ
ろ

二
四

道
を
弘
む
る
こ
と
の
洽
か
ら
ざ
る
を
惜
し
む
。
初
め
て
先
生
の
青
山
の
第
に
来
る

と

よ

や
、
盈
席
末
に
陪
す
る
こ
と
を
得
る
を
以
て
筆
を
乗
り
、
以
て
几
に
従
る
。
聞

あ
づ
か
二
五
お
ほ
二
六
は
じ

く
こ
と
有
る
に
与
れ
ば
、
敢
へ
て
書
策
を
陰
ふ
。
寛
延
庚
午
よ
り
防
め
、
宝
暦
癸

お
よ
二
七
う
づ
た
か
し

酉
に
迄
ぴ
、
一
賛
の
進
む
る
所
の
巻
峡
、
頗
る
堆
と
為
す
。
是
れ
は
其
れ
、
之

を
編
む
所
以
に
し
て
、
成
り
て
録
の
名
と
す
る
所
以
な
り
。
今
に
し
て
之
を
関
す

ま
こ
と

し
か
ら

二
八
二
九
三
Ｏ

れ
ば
、
誤
調
是
に
多
し
。
否
ず
ん
ぱ
則
ち
重
復
、
桁
閥
、
歯
葬
籍
甚
な
り
。
何

一
一
一
一
一
一
一
一
一

ぞ
則
ち
草
率
の
間
を
以
て
為
さ
ん
や
。
捻
撰
を
急
が
ざ
る
故
な
り
。
上
は
之
れ
道

三
三
も

徳
の
精
微
、
下
り
て
は
古
今
の
沿
革
、
袴
隆
、
詩
若
し
く
は
倭
歌
に
波
及
す
。
百

三
四
う
こ
れ
三
五

の
鄙
倍
の
事
、
大
小
、
鹿
細
を
論
ぜ
ず
、
獲
れ
ば
則
ち
焉
を
記
す
。
一
時
の
忽
忘

あ

い
と
ま

に
供
ふ
る
こ
と
を
要
す
る
の
み
。
豈
に
肯
へ
て
校
正
す
る
に
暹
あ
ら
ん
や
。
然
り

と
錐
も
、
観
る
者
意
を
以
て
言
を
解
す
れ
ば
則
ち
、
浅
深
、
粗
密
、
心
目
の
際

一
ニ
ー
ハ

に
瞭
然
た
り
。
其
れ
或
は
此
を
以
て
提
要
と
為
す
所
に
し
て
、
玄
を
釣
る
者
な

か
く

三
七

り
。
夫
れ
斯
の
ご
と
く
ん
ば
則
ち
、
寧
ろ
先
生
の
口
沢
存
す
る
こ
と
有
る
を
害
さ

三
八

ざ
る
の
み
。
所
謂
、
在
れ
ば
則
ち
人
、
亡
け
れ
ば
則
ち
書
な
り
。
亦
た
此
に
於
い

し
る
し

三
九

て
験
有
ら
ん
。
丙
子
の
仲
秋
既
望
小
子
霜
邨
長
盈
謹
み
て
識
す
。

｜
謹
話
は
な
し
、
談
話
。
二
語
類
儒
者
や
僧
侶
が
普
段
語
っ
た
言
葉
。
三
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和
州
刺
史
前
橋
侯
松
平
朝
矩
。
寛
延
元
年
十
二
月
二
十
七
日
生
、
明
和
五
年

没
、
三
十
一
歳
。
大
和
守
。
は
じ
め
播
磨
姫
路
藩
主
、
の
ち
上
野
前
橋
藩
主
、
武

蔵
川
越
藩
主
。
四
尿
居
の
古
字
。
五
苧
山
苧
は
麻
の
一
種
で
あ
る
、
か
ら

む
し
。
麻
生
邸
に
因
ん
だ
号
。
六
三
宅
観
潤
子
三
宅
観
澗
。
延
宝
二
年
生
、

享
保
三
年
八
月
二
十
一
日
没
、
四
十
五
歳
。
初
め
浅
見
綱
斎
、
の
ち
木
下
順
庵
に

学
ぶ
。
水
戸
藩
儒
と
な
り
彰
考
館
総
裁
を
勤
め
、
の
ち
新
井
白
石
の
推
挙
で
室
鳩

巣
と
と
も
に
幕
府
儒
官
と
な
る
。
七
鳩
巣
室
先
生
室
鳩
巣
。
明
暦
四
年
二
月

二
十
六
日
生
、
享
保
十
九
年
八
月
十
四
日
（
一
説
に
十
二
日
）
没
、
七
十
七
歳
。

木
下
順
庵
に
学
ぶ
。
の
ち
新
井
白
石
の
推
挙
で
幕
府
儒
官
と
な
る
。
八
閾
洛
の

淵
源
程
朱
学
の
学
統
。
九
和
漢
の
載
籍
日
本
と
中
国
の
書
物
。
載
籍
は
典

籍
、
書
物
。
一
○
気
象
の
温
籍
性
質
が
お
お
ら
か
で
し
と
や
か
で
あ
る
こ

と
。
気
象
は
き
だ
て
、
気
質
。
温
籍
は
度
量
が
広
く
挙
動
が
し
と
や
か
で
あ
る

意
。
一
一
吾
が
侯
鍋
島
直
郷
。
一
二
典
故
典
礼
と
故
実
。
一
三
文
雅

文
事
風
流
。
一
四
盈
本
書
の
筆
録
者
で
こ
の
践
文
の
撰
者
で
あ
る
霜
邨
長

盈
。
一
五
大
い
に
悦
び
、
乃
ち
新
註
孟
子
を
播
講
せ
し
む
「
此
御
在
府
中
ヨ

リ
、
松
平
大
和
守
ノ
儒
臣
河
口
静
斎
三
八
ト
称
ス
。
粕
ハ
利
見
、
字
ハ
穆
仲
、
太
初
先
生
卜
号
ス

ヲ
招
ヒ
テ
、
新
註
孟
子
ノ
講
ヲ
聞
玉
フ
。
静
斎
ハ
室
鳩
巣
先
生
ノ
門
人
ニ
テ
、
伊

洛
ノ
淵
源
ヲ
究
メ
、
唐
詩
文
章
共
二
傑
出
ノ
人
也
。
公
、
今
「
三
嶽
山
後
記
」
ヲ

撰
セ
シ
メ
、
社
司
森
三
河
二
賜
リ
ヌ
」
二
御
年
譜
」
巻
五
、
宝
暦
元
年
直
郷

三
十
四
歳
の
条
）
。
新
註
孟
子
は
、
朱
篶
が
撰
述
し
た
「
孟
子
」
の
注
釈
書
「
孟

の
ぞ

子
集
注
」
を
さ
す
。
’
六
一
汀
其
の
古
字
。
一
七
親
む
分
に
過
ぎ
た
上
の
こ

と
を
う
か
が
い
の
ぞ
む
意
。
’
八
異
聞
珍
し
い
話
。
あ
る
事
に
つ
い
て
通
説

つ
〃
、

と
は
異
な
る
点
の
あ
る
話
。
一
九
其
の
両
端
を
叩
き
て
喝
す
物
事
の
本
末
、

精
粗
を
き
わ
め
つ
く
す
。
「
我
叩
二
其
両
端
一
而
掲
焉
」
今
論
語
」
子
竿
）
。

か

二
○
洞
達
明
ら
か
に
さ
と
る
意
。
二
一
賛
を
易
ふ
死
ぬ
こ
と
。
二
二
壬

戌
甲
戌
の
誤
記
。
宝
暦
四
年
。
二
三
賢
を
友
と
す
る
賢
人
を
友
と
す
る
こ

と
。
二
四
青
山
の
第
鹿
島
鍋
島
藩
の
江
戸
屋
敷
。
二
五
書
策
書
物
。

は
じ

お
よ

こ
六
寛
延
庚
午
よ
り
防
め
、
宝
暦
癸
酉
に
迄
び
寛
延
庚
午
は
寛
延
三
年
、
宝

暦
癸
酉
は
宝
暦
三
年
。
二
七
一
賛
わ
ず
か
の
意
。
二
八
桁
閾
余
剰
と
不

足
。
二
九
歯
葬
お
ろ
そ
か
な
さ
ま
。
三
○
籍
甚
多
い
こ
と
。
三
一
草
率

の
間
か
り
そ
め
の
時
間
、
少
し
の
間
。
三
二
捕
撰
必
要
な
も
の
を
え
ら
び

と
る
こ
と
。
三
三
袴
隆
隆
替
、
盛
衰
。
原
文
は
「
汚
隆
」
に
作
る
。
い
ま
意

に
よ
っ
て
改
め
る
。
三
四
鄙
倍
の
事
い
や
し
い
事
。
卑
俗
な
事
。
三
五
忽
忘

な
お
ざ
り
に
し
て
忘
れ
る
こ
と
。
三
六
玄
を
釣
る
奥
深
い
道
理
を
も
と
め
る

意
。
三
七
口
沢
長
く
使
っ
た
茶
碗
な
ど
に
つ
く
口
を
触
れ
た
あ
と
の
つ
や
。

こ
こ
で
は
口
吻
ほ
ど
の
意
。
三
八
在
れ
ば
則
ち
人
、
亡
け
れ
ば
則
ち
書
「
在
則

人
、
亡
則
書
。
其
統
一
也
」
（
「
法
言
」
吾
子
）
。
三
九
丙
子
の
仲
秋
既
望
宝
暦

六
年
八
月
十
六
日
。

（
乗
筆
録
者
、
以
三
静
斎
先
生
之
所
二
諏
話
録
焉
。
蓋
語
類
也
。
先
生
、
姓
河

口
、
名
子
深
、
字
穆
仲
。
東
都
之
産
也
。
其
先
、
世
仕
二
千
和
州
刺
史
前
橋
侯
一
、

造
二
至
先
生
一
歴
二
子
麻
生
邸
中
一
・
因
別
号
二
苧
山
先
生
一
。
初
受
二
学
於
三
宅
観
澗

子
一
、
後
従
二
鳩
巣
室
先
生
一
遊
英
。
蚤
窮
二
間
洛
之
淵
源
一
、
広
通
二
和
漢
之
載
籍
一
。

且
其
如
二
気
象
之
温
籍
、
文
辞
之
巧
麗
一
、
則
時
人
之
所
し
推
也
云
。
吾
侯
亦
好
二
典

12



直
郷
が
静
斎
と
近
付
き
に
な
る
た
め
に
先
に
長
盈
を
従
学
さ
せ
て
い
た
こ
と
、
月
に

故
一
、
尚
二
文
雅
一
。
嘗
聞
二
先
生
之
名
一
、
欲
二
相
識
一
者
久
突
。
而
未
レ
得
二
機
会
一
。

遂
使
三
盈
伝
レ
命
、
其
以
遊
二
子
其
門
一
有
旧
也
。
既
而
召
見
、
大
悦
、
乃
令
播
二
講
新

註
孟
子
一
。
自
レ
是
而
後
、
月
必
五
六
次
、
率
以
為
し
例
。
毎
二
一
万
講
関
一
、
必
進
レ
席

相
語
、
或
以
二
杯
酒
一
、
或
以
二
唱
酬
一
。
其
当
二
多
方
探
索
以
観
一
、
将
レ
有
二
異
聞
一

乎
也
、
則
先
生
応
対
如
レ
流
、
叩
二
其
両
端
一
娼
焉
。
未
し
見
レ
有
し
以
三
事
亘
二
雅
俗
、

見
荊

隠
僻
、
（
乎
）
難
易
一
。
其
言
之
色
、
其
潤
大
不
レ
拘
、
洞
二
達
事
情
一
大
概
如
し
是
。

斯
レ
以
、
交
誼
愈
益
熟
而
不
し
畷
者
年
数
実
。
会
遇
下
先
生
以
二
侍
読
一
見
徴
而
赴
中
干

藩
上
。
故
不
レ
能
二
再
見
一
、
以
為
レ
可
レ
憾
・
尋
し
罹
二
労
疾
一
、
不
し
起
以
易
し
賛
。
時

年
五
十
有
二
・
実
壬
戌
十
二
月
十
六
日
也
。
汗
、
天
与
二
人
才
一
、
豈
有
レ
所
し
樫

乎
。
昌
阪
而
奪
し
之
速
哉
。
於
レ
蒐
乎
、
余
一
以
善
二
大
君
友
レ
賢
之
盛
意
一
、
一
以

惜
二
先
生
弘
レ
道
之
不
穆
洽
。
初
先
生
来
二
子
青
山
第
一
也
、
盈
以
レ
得
し
陪
二
席
末
一
乗
し

見
澗

筆
、
以
従
レ
几
。
与
し
有
し
聞
（
焉
）
、
敢
陰
二
書
策
一
。
肪
二
寛
延
庚
午
一
、
迄
二
宝
暦

癸
酉
一
、
一
賛
之
所
し
進
巻
峡
、
頗
為
レ
堆
・
是
其
、
所
二
以
編
之
一
、
成
而
所
二
以
録

之
名
一
也
。
今
而
閲
し
之
、
誤
調
是
多
。
否
則
重
復
、
桁
閥
、
歯
葬
籍
甚
。
何
則
以
二

草
率
之
間
一
為
。
不
し
急
二
倫
撰
一
故
。
上
之
道
徳
之
精
微
、
下
而
古
今
之
沿
革
、
湾

隆
、
波
二
及
詩
若
倭
歌
一
。
百
鄙
倍
事
、
不
し
論
二
大
小
、
鹿
細
一
、
獲
則
記
し
焉
・
要
し

供
二
一
時
忽
忘
一
而
已
。
豈
肯
逼
二
校
正
一
耶
・
雛
し
然
、
観
者
以
レ
意
解
し
言
則
、
浅

深
、
粗
密
、
瞭
二
然
乎
心
目
之
際
一
。
其
或
以
レ
此
所
レ
為
二
提
要
一
、
釣
し
玄
者
突
。

夫
如
レ
斯
則
、
寧
不
レ
害
二
有
存
先
生
之
口
沢
一
耳
。
所
謂
、
在
則
人
、
亡
則
書
。
亦

於
レ
此
有
し
験
焉
。
丙
子
仲
秋
既
望
小
子
霜
邨
長
盈
謹
識
。
）

五
、
六
度
行
わ
れ
た
江
戸
藩
邸
で
の
講
義
と
親
交
、
静
斎
の
帰
藩
に
よ
る
交
際
の
中

断
と
死
別
、
本
書
編
集
の
経
緯
、
目
的
、
内
容
な
ど
が
つ
ぶ
さ
に
知
ら
れ
る
。
先
述

の
と
お
り
、
『
御
年
譜
」
で
は
宝
暦
元
年
の
条
に
、
こ
の
年
か
ら
静
斎
に
よ
る
「
孟

子
』
の
講
義
を
受
け
、
以
後
親
交
を
深
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
賊
文
で
長
盈
は
、
末
席
に
あ
っ
て
静
斎
の
談
話
を
筆
記
し
た
時
期
を
寛
延
三
年

か
ら
宝
暦
三
年
ま
で
と
言
っ
て
い
る
。
直
郷
と
静
斎
の
親
交
は
こ
の
四
年
間
で
あ
っ

た
と
確
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
静
斎
が
没
し
て
間
も
な
く
の
詠
と
思
わ
れ
る
が
、
直
郷
の
歌
稿
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
緑
立
集
』
（
祐
徳
稲
荷
博
物
館
中
川
文
庫
蔵
、
写
本
一
冊
）
に
、
静
斎
の

追
悼
歌
が
見
え
る
。
前
に
置
か
れ
た
漢
文
に
は
、
長
盈
だ
け
で
は
な
く
原
田
種
信
な

る
家
臣
も
静
斎
に
従
学
さ
せ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
言
う
の
で
、
次
に
合
わ
せ
掲
げ
て

お
こ
う
。

子
深
、
姓
は
河
口
、
謀
は
子
深
穆
仲
、
俗
名
は
三
八
、
静
斎
と
号
す
。
先
生
、
松

平
大
和
の
守
直
賢
朝
臣
の
家
士
に
し
て
、
朱
学
の
室
直
清
鳩
巣
先
生
の
高
弟
な

り
。
当
時
鳴
世
の
碩
儒
に
し
て
、
詩
文
を
能
く
し
、
性
温
恭
に
し
て
篤
実
の
人
な

り
。
行
年
五
十
二
歳
な
り
。
天
命
幸
ひ
な
ら
ず
、
悲
し
む
べ
く
歎
ず
べ
し
。
予

な
か
ん
づ
く

暇
閑
に
積
年
、
講
議
を
聞
く
。
就
中
、
霜
村
長
盈
従
学
す
る
こ
と
多
年
に
し
て
、

も
つ
と

原
田
音
人
種
信
も
又
近
年
従
学
す
。
師
恩
尤
も
重
き
な
り
。
浄
土
善
覚
寺
に
葬

り
、
法
号
は
穆
誉
静
斎
子
深
居
士
な
り
。

十
二
月
十
六
日
、
河
口
子
深
身
ま
か
ら
れ
し
に
つ
き
追
悼
の
野

そ
の
か
げ
を
ふ
ま
い
を
し
へ
も
今
は
た
ぎ
あ
だ
し
夢
の
慰
霜
の
か
れ
く
さ
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（
子
深
、
姓
河
口
、
謀
子
深
、
穆
仲
、
俗
名
三
八
、
号
二
静
斎
一
。
先
生
、
松
平

大
和
守
直
賢
朝
臣
之
家
士
、
朱
学
室
直
情
鳩
巣
先
生
之
高
第
。
当
時
鴫
世
之
碩

儒
、
能
二
詩
文
一
、
性
温
恭
篤
実
之
人
也
。
行
年
五
十
二
歳
。
天
命
不
し
幸
。
可
レ

悲
、
可
レ
歎
。
予
暇
閑
積
年
聞
二
講
議
一
、
就
レ
中
、
霜
村
長
盈
従
学
多
年
、
原
田

音
人
種
信
、
又
近
年
従
学
。
師
恩
尤
深
重
也
。
葬
二
浄
土
善
覚
寺
一
、
法
号
穆
誉

静
斎
子
深
居
士
。
）

以
上
、
甘
雨
亭
叢
書
の
「
静
斎
随
筆
」
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
静
斎
晩
年

の
円
熟
し
た
学
識
が
「
乗
筆
録
』
か
ら
ふ
ん
だ
ん
に
得
ら
れ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。

こ
こ
で
思
う
べ
き
は
、
「
乗
筆
録
』
の
資
料
的
意
義
で
あ
る
。
新
井
白
石
や
宝
鳩
巣

な
ど
の
書
簡
を
彙
集
し
た
も
の
は
別
と
し
て
、
木
門
の
儒
学
者
の
口
吻
を
こ
れ
ほ
ど

豊
富
に
、
か
つ
あ
か
ら
さ
ま
に
書
留
め
た
資
料
が
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
文

学
史
は
、
新
井
白
石
や
祇
園
南
海
ら
が
輩
出
し
た
木
門
の
台
頭
、
続
く
荻
生
祖
棟
の

譲
園
古
文
辞
派
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
漢
文
学
が
大
き
な
展
開
を
み
せ
た
と
説
く
。
二

派
と
も
に
詠
作
を
集
め
た
総
集
や
別
集
、
ま
た
論
に
長
け
た
者
に
は
詩
論
の
公
刊
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
、
み
な
分
析
の
材
料
と
さ
れ
て
い
る
。
譲
園
古
文
辞
派
に
は
こ
れ

に
加
え
て
、
祖
侠
を
と
り
ま
く
人
々
の
談
話
や
逸
事
を
記
録
し
た
湯
浅
常
山
の
『
文

会
雑
記
』
の
よ
う
な
写
本
で
伝
わ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
彼
ら
の
文
学
へ
の
理
解
を
よ

り
精
細
に
し
、
よ
り
深
め
て
い
る
の
は
知
ら
れ
る
と
お
り
だ
が
、
『
乗
筆
録
」
は

ち
ょ
う
ど
木
門
に
お
け
る
『
文
会
雑
記
」
の
よ
う
な
資
料
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
静
斎
の
談
話
を
子
細
に
眺
め
、
木
門
の
文
学
と
文

学
観
を
洗
い
出
す
作
業
が
次
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
旧
稿
と
若
干
重
複
す
る
と

こ
ろ
は
見
の
が
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
や
は
り
静
斎
の
文
学
談
義
を
聞
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

直
郷
は
静
斎
に
漢
文
学
の
教
え
を
乞
う
た
と
い
う
が
、
「
乗
筆
録
」
に
見
え
る
詩

学
の
談
話
は
比
較
的
少
な
い
。
た
だ
、
中
国
の
歴
史
、
文
学
、
言
語
、
法
政
、
制

度
、
風
俗
な
ど
文
化
万
般
を
語
る
も
の
は
そ
れ
こ
そ
山
ほ
ど
あ
り
、
こ
れ
ら
を
皆
含

め
て
「
漢
文
学
」
と
認
識
し
て
い
た
訳
だ
か
ら
、
別
に
こ
の
点
は
異
と
す
る
に
は
足

る
ま
い
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
和
歌
を
説
く
談
話
が
実
に
多
く
見
ら
れ
る
の

は
、
少
し
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
と
お
り
、
直
郷
の
和
歌
の
師
は
鴛
河

申
也
と
い
う
地
下
歌
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
、
彼
は
す
で
に
故
人
で
あ
る
。
想
像

す
る
に
、
直
郷
は
和
歌
の
方
面
で
も
静
斎
を
先
達
と
し
て
篤
く
敬
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
直
郷
は
種
々
の
年
中
行
事
に
際
し
、
藩
関
係
者
の
作
を
集
め
て
詩
歌
集
を
多

く
編
み
、
自
身
の
蔵
書
に
加
え
て
い
る
が
、
静
斎
に
は
往
々
漢
詩
に
加
え
て
和
歌
の

詠
も
特
に
依
頼
し
て
い
る
（
鍋
島
直
条
五
十
回
忌
詩
歌
集
『
正
統
院
殿
半
百
年
回
追

福
詩
歌
」
な
ど
）
と
こ
ろ
か
ら
も
、
そ
れ
は
証
さ
れ
よ
う
。
静
斎
も
、
い
に
し
え
か

ら
当
代
ま
で
の
和
歌
や
歌
人
の
逸
話
を
数
多
く
披
露
し
て
お
り
、
直
郷
の
求
め
に
よ

く
応
じ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
な
か
に
詩
と
通
わ
せ
て
和
歌
を
論
じ
た

も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
秋
集
の
、
和
歌
の
本
質
を
「
人
情
ヲ
ノ
ブ
ル
」
の

語
で
、
ま
た
理
想
の
姿
を
「
怨
而
不
し
怒
」
な
る
語
で
説
く
、
次
の
よ
う
な
談
話
で

あ
る
。

○
能
因
ノ
寄
二
、

三
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な
げ
き
つ
国
こ
と
し
も
暮
ぬ
露
の
身
の
き
え
ぬ
ば
か
り
を
お
も
ひ
出
に
し
て

そ
れ

是
ハ
ァ
マ
リ
シ
キ
奇
ナ
リ
。
夫
ト
ハ
チ
ガ
イ
、
同
ク
歳
暮
ノ
寄
二
、
定
家
、

な
が
ら
ふ
る
命
ば
か
り
を
か
ご
と
に
て
あ
ま
た
過
ぬ
る
年
の
暮
か
な

こ
の此

寄
ハ
同
ジ
趣
向
ニ
テ
面
白
ク
キ
コ
ュ
ル
也
。
寄
ハ
人
情
ヲ
ノ
ブ
ル
物
ナ
レ

バ
、
カ
ヤ
ウ
ノ
処
ニ
テ
、
人
ノ
心
術
ア
ラ
ハ
ル
、
也
。
又
、
俊
成
ノ
、

う
き
身
を
ば
我
だ
に
い
と
ふ
い
と
へ
た
ず
そ
を
だ
に
同
じ
心
と
お
も
は
ん

是
等
ハ
、
「
詩
経
」
ノ
「
怨
而
不
し
怒
」
ノ
心
ニ
カ
ナ
イ
テ
、
カ
ク
コ
ソ
ア
ル
ベ

キ
コ
ト
也
。

「
怨
而
不
し
怒
」
は
、
長
盈
の
筆
記
ミ
ス
か
、
あ
る
い
は
静
斎
の
言
い
間
違
い
を
そ

の
ま
ま
書
留
め
た
も
の
か
。
典
拠
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
た
だ
、
孔
子
が
『
詩

経
」
関
唯
の
詩
を
評
し
た
言
葉
に
「
哀
而
不
レ
傷
」
（
『
論
語
」
八
償
）
と
い
う
の
が

あ
り
、
こ
れ
は
激
し
い
感
情
を
あ
ら
わ
に
せ
ず
中
和
を
得
た
理
想
的
な
詩
の
姿
を
言

う
。
い
ま
「
怨
而
不
し
怒
」
も
こ
れ
と
同
意
と
一
応
考
え
る
と
し
て
、
静
斎
の
談
話

を
木
門
の
な
か
で
も
詩
名
の
高
い
祇
園
南
海
の
詩
論
書
の
説
と
較
べ
る
と
、

こ
の

○
凡
ソ
、
此
趣
向
二
作
得
バ
、
「
詩
経
」
ノ
「
哀
而
不
レ
傷
」
ノ
心
二
叶
ヘ
リ
。

も
っ
と
も

人
ヲ
モ
ト
ガ
メ
ズ
、
我
身
モ
ウ
ラ
ミ
ズ
、
了
簡
シ
タ
ル
、
最
殊
勝
ナ
ル
ベ

シ
。
…
（
宝
暦
六
年
刊
「
明
詩
偲
評
』
）

こ
の
こ
の

○
南
海
日
、
此
詩
、
春
景
中
、
当
し
属
二
第
一
一
。
此
詩
モ
影
写
ノ
手
段
ナ
リ
。

思
う
品
ヲ
モ
不
し
言
、
怨
ノ
字
モ
不
レ
用
、
妙
々
。
（
同
）

た
だ

○
・
・
・
詩
ハ
元
ヨ
リ
理
ヲ
説
キ
、
義
ヲ
弁
ズ
ル
道
具
ニ
ア
ラ
ズ
。
惟
人
情
ヲ
写
シ

タ
ル
唱
歌
故
…
（
宝
暦
十
三
年
刊
「
詩
学
逢
原
』
巻
上
）

そ
の

○
…
其
本
意
卜
云
ハ
、
前
二
云
フ
ト
ヲ
リ
、
詩
ハ
人
情
ヲ
吟
詠
ス
ル
声
ノ
道
具

ニ
テ
…
（
同
）

い
ふ
や
む

○
詩
ハ
イ
ッ
モ
云
如
ク
、
天
地
自
然
ノ
声
ニ
シ
テ
、
人
情
ノ
已
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル

所
ヨ
リ
発
動
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
…
（
天
明
七
年
刊
『
南
海
詩
訣
」
）

歌
論
と
詩
論
の
違
い
を
別
に
す
れ
ば
、
両
者
の
説
明
に
同
じ
対
詩
経
観
、
同
じ
詩
論

が
根
底
に
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
講
義
の
余

談
を
も
と
に
す
る
と
い
う
「
駿
台
雑
話
」
巻
五
「
倭
歌
に
感
興
の
益
あ
り
」
に
お
い

つ
ぶ
さ
二

て
室
鳩
巣
が
、
詩
は
「
曲
尽
二
人
情
一
」
と
し
、
「
我
朝
の
人
、
こ
れ
（
和
歌
）
を

も
て
性
情
を
吟
詠
す
れ
ば
、
か
ら
や
ま
と
詞
は
か
は
れ
ど
も
、
そ
の
所
は
か
は
る
べ

か
ら
ず
」
と
、
人
情
を
表
現
す
る
点
で
詩
と
歌
は
等
し
い
と
言
い
、

ほ
と
ん
ど

わ
づ
か

倭
歌
の
風
情
は
、
殆
蛍
燭
の
目
に
お
け
る
や
う
に
覚
へ
侍
る
。
た
ず
そ
の
僅
に
発

す
る
一
ふ
し
は
、
お
の
づ
か
ら
詩
に
か
な
ふ
所
あ
り
て
、
人
心
を
起
す
益
な
き
に

あ
ら
ず
。
国
風
末
菖
の
詩
に
「
采
二
々
末
菖
一
。
薄
言
采
し
之
。
采
二
々
末
菖
一
。
薄

と
り

言
有
し
之
」
と
い
ふ
が
ご
と
し
。
是
は
婦
人
の
お
ほ
ば
こ
を
采
て
日
を
お
く
る
を

お
の
づ
そ
の

自
か
ら
賦
し
た
る
な
り
。
な
に
の
お
か
し
き
ふ
し
も
な
け
れ
ど
、
其
時
代
泰
平
に

し
て
、
婦
人
ま
で
も
無
事
を
た
の
し
む
の
情
、
言
外
に
あ
ら
は
る
。
そ
れ
に
は
か

ら
ず
し
て
か
な
ひ
た
る
は
、

も
、
し
き
の
大
宮
人
は
い
と
ま
あ
れ
や
さ
く
ら
か
ざ
し
て
け
ふ
も
く
ら
し
つ

と
よ
め
る
に
ぞ
、
我
朝
も
延
喜
天
暦
の
こ
ろ
は
、
朝
廷
和
平
、
群
臣
閑
暇
な
り
し

事
お
も
ひ
や
ら
れ
て
い
と
感
ふ
か
し
。
末
首
の
詩
に
よ
く
か
な
ひ
侍
る
。
．
：

と
、
控
え
め
な
感
情
表
現
が
か
え
っ
て
感
動
を
呼
ぶ
例
と
し
て
、
山
部
赤
人
の

「
も
鼠
し
き
の
」
歌
会
新
古
今
和
歌
集
」
春
下
）
と
「
詩
経
」
末
首
の
詩
を
引
合
わ

せ
て
論
じ
る
の
も
、
「
哀
而
不
レ
傷
」
「
怨
而
不
し
怒
」
の
語
を
用
い
て
は
い
な
い
も
の
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の
、
言
う
と
こ
ろ
は
静
斎
と
全
く
同
じ
で
あ
る
し
、
根
底
に
は
南
海
の
詩
論
と
共
通

す
る
考
え
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
祇
園
南
海
の
詩
論
は
、
い
わ
ゆ
る
影
写
説
と
呼
ば

れ
、
直
裁
な
表
現
を
避
け
て
詩
に
無
限
の
余
情
を
も
た
せ
る
こ
と
を
説
き
、
同
時
代

の
俳
論
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
（
注
２
）
、
言
っ
て
み
れ
ば
そ
れ
は
木
門
の
儒

学
者
た
ち
が
共
有
す
る
論
で
も
あ
り
、
彼
ら
は
そ
う
し
た
独
自
の
詩
論
に
よ
り
つ

つ
、
折
に
ふ
れ
て
和
歌
を
論
じ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
も
直
郷
の
求
め
に
応
じ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
静
斎
が
和
歌
よ
り
も
一

段
と
熱
を
込
め
、
嬉
々
と
し
て
説
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
が
俳
譜
の
談
話
で
あ

る
。
数
あ
る
な
か
で
も
夏
集
に
あ
る
、
静
斎
が
持
っ
て
い
た
長
谷
川
馬
光
（
山
口
素

堂
門
の
俳
人
、
二
代
目
其
日
庵
、
「
五
色
墨
」
編
者
の
一
人
）
句
賛
の
扇
に
ま
つ
わ

る
最
も
長
い
談
話
を
次
に
引
い
て
み
る
。

い
ふ

○
河
口
静
斎
、
播
州
室
へ
逗
留
ノ
内
、
所
ノ
町
人
京
屋
ノ
弥
兵
衛
ト
云
誹
譜
者

二
出
会
シ
ニ
、
折
節
（
筆
者
注
、
静
斎
は
）
「
夕
顔
の
重
さ
や
い
か
に
岡
の
腕
」

お
も

ト
馬
光
膜
本
也
ガ
賛
セ
シ
扇
ヲ
所
持
シ
タ
リ
。
静
斎
意
へ
ラ
ク
、
「
此
句
、
夏
ト
モ

秋
ト
モ
、
季
ヲ
定
メ
ガ
タ
シ
。
『
源
氏
』
夕
顔
ノ
巻
二
、
扇
二
夕
顔
ヲ
載
セ
タ

つ
る

ル
コ
ト
ア
リ
。
又
、
夕
顔
ノ
蔓
二
毛
ノ
ハ
ヘ
タ
ル
コ
ト
ナ
ド
ァ
ル
故
、
鬼
ノ
ウ

み

デ
ト
取
ア
ハ
セ
タ
ル
者
ト
ミ
ュ
レ
バ
、
夏
ニ
シ
テ
モ
ョ
シ
。
又
、
夕
顔
ノ
実
二

こ
の

ス
レ
バ
、
秋
ニ
シ
テ
モ
ョ
シ
」
。
狐
、
此
扇
ヲ
弥
兵
衛
二
見
セ
テ
、
「
脇
ヲ
シ
テ

ャ
ル
ベ
シ
」
ト
云
ヘ
バ
、
「
御
籏
本
ノ
ナ
サ
レ
タ
ル
句
二
、
我
々
シ
キ
ノ
脇
卜

そ
な
た

ハ
禅
リ
ア
リ
」
ト
云
・
「
イ
ヤ
、
サ
ニ
テ
ナ
シ
。
其
方
モ
、
誹
譜
ヲ
ス
ル
者
ナ

レ
バ
、
脇
ヲ
ス
ル
ニ
、
誰
ガ
句
ト
テ
遠
慮
ス
ベ
キ
様
ナ
シ
」
卜
云
ケ
ル
故
、
持

い
ふ

カ
ヘ
リ
テ
「
弓
は
り
て
ら
す
窓
の
物
数
寄
」
ト
云
句
ヲ
紙
二
認
メ
テ
、
「
仰
二

任
セ
、
脇
ヲ
バ
仕
ル
。
御
扇
子
ニ
ハ
樟
ア
ル
故
、
エ
カ
、
ザ
ル
」
由
ニ
テ
、
扇

そ
れ

ヲ
ソ
ヘ
テ
カ
ヘ
ス
。
是
ハ
発
句
ヲ
秋
ト
心
得
テ
シ
タ
ル
也
。
夫
ヨ
リ
、
静
斎

そ
の

ハ
、
備
前
其
外
、
方
々
へ
行
テ
、
数
十
日
ブ
リ
ニ
テ
又
室
ニ
カ
ヘ
リ
タ
ル
ニ
、

か
の彼

弥
兵
衛
来
リ
テ
云
ヤ
ウ
、
「
御
他
行
ノ
間
二
、
先
頃
ノ
脇
ヲ
イ
タ
セ
シ
コ
ト

ヲ
、
姫
路
ノ
宗
匠
寒
瓜
、
十
磨
ト
テ
、
二
人
ノ
者
共
、
是
ヲ
聞
テ
、
夕
顔
ノ
句

ハ
夏
ナ
リ
。
脇
ノ
付
方
、
非
ナ
リ
ト
云
故
、
色
々
ト
ト
リ
合
タ
レ
ド
、
落
着
セ

そ
の

ズ
。
二
人
ノ
者
ハ
、
夕
顔
ノ
巻
ノ
心
ニ
テ
、
夏
ト
ミ
タ
ル
也
。
其
後
、
安
芸
ョ

い
ふ
そ
の

リ
壺
天
卜
云
誹
入
来
リ
シ
ニ
、
其
取
合
ノ
コ
ト
ヲ
咄
テ
、
季
ノ
コ
ト
ヲ
間
シ

そ
れ

ニ
、
是
ハ
秋
ナ
リ
ト
云
。
夫
デ
モ
心
モ
ト
ナ
キ
ニ
ョ
リ
、
大
坂
ノ
宗
匠
リ
ヤ
ウ

ミ
ン
ヘ
聞
ニ
ャ
リ
シ
ニ
、
伊
勢
ノ
乙
由
ガ
句
二
、
「
夕
顔
も
秋
は
扇
に
の
せ
ら

い
ふ

れ
ず
」
ト
云
句
ア
レ
バ
、
秋
ナ
リ
ト
云
ツ
カ
ハ
ス
。
サ
レ
ド
モ
是
ハ
、
「
秋
は
」

ト
ア
レ
バ
、
夏
ノ
句
ナ
ル
コ
ト
明
也
ト
テ
、
終
二
夏
ノ
季
に
治
定
シ
タ
リ
」
ト

語
リ
シ
。
一
句
ノ
事
ニ
テ
、
姫
路
ト
室
ト
カ
ヶ
テ
取
合
、
旅
入
来
レ
バ
、
是
二

そ
れ

タ
ヅ
ネ
、
夫
ニ
テ
モ
ス
マ
サ
ズ
、
大
坂
マ
デ
聞
ニ
ャ
ル
ト
云
ハ
、
江
戸
ナ
ド
ニ

そ
の

テ
、
ア
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
ニ
テ
、
其
道
ヲ
執
シ
タ
ル
サ
マ
、
ヤ
サ
シ
キ
コ
ト
也
。

静
斎
、
帰
府
シ
テ
、
朋
友
ノ
誹
者
二
、
是
ヲ
語
レ
バ
、
江
戸
ハ
ァ
タ
マ
カ
ラ
高

上
ニ
テ
ー
ロ
ニ
、
「
イ
ヤ
ハ
ヤ
、
姫
路
ノ
寒
瓜
、
十
磨
ナ
ド
、
云
ハ
、
イ
ヵ
イ

そ
の

下
手
ニ
テ
、
何
モ
シ
リ
タ
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
」
ト
云
テ
、
其
事
ノ
是
非
ノ
穿
議
ニ

モ
及
バ
ズ
、
咄
ノ
始
終
ヲ
キ
、
モ
キ
ラ
ズ
シ
テ
、
扱
ヤ
ミ
ヌ
。
・

話
の
主
眼
は
、
地
方
俳
士
の
ひ
た
む
き
さ
と
、
都
市
俳
人
の
自
尊
心
の
高
さ
の
対
比

に
あ
る
よ
う
で
、
俳
譜
の
道
を
追
及
し
て
や
ま
な
い
地
方
俳
士
の
姿
勢
に
「
ヤ
サ
シ

キ
コ
ト
也
」
と
静
斎
が
共
感
す
る
の
は
、
い
か
に
も
修
己
の
道
を
重
ん
じ
た
朱
子
学
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者
ら
し
く
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
が
、
そ
れ
よ
り
も
今
注
目
し
た
い
の
は
、
馬
光
句
賛
の

扇
を
所
持
し
、
平
素
か
ら
そ
の
句
の
季
を
あ
れ
こ
れ
考
証
し
、
地
方
俳
士
に
そ
の
脇

句
を
勧
め
、
ま
た
各
地
の
宗
匠
俳
人
た
ち
の
諸
説
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
、
実
に
俳

趣
味
に
あ
ふ
れ
る
静
斎
の
生
活
で
あ
る
。
話
の
終
わ
り
に
、
江
戸
で
親
し
い
俳
人
に

も
馬
光
句
の
季
を
め
ぐ
る
諸
説
を
話
し
、
重
ね
て
意
見
を
求
め
て
い
る
あ
た
り
、
趣

味
を
こ
え
た
熱
意
も
感
じ
ら
れ
る
。

秋
集
に
は
次
の
よ
う
な
一
条
も
あ
る
。
京
都
の
詩
と
俳
譜
は
み
な
山
林
幽
隠
の
体

で
、
豪
傑
華
麗
の
風
が
全
く
な
い
の
は
、
朝
廷
が
衰
微
し
て
人
心
が
奮
い
立
た
ぬ
か

ら
で
あ
る
。
対
し
て
幕
府
御
膝
元
の
江
戸
の
作
は
め
っ
ぽ
う
不
敵
な
読
み
ぶ
り
が
多

い
。
そ
の
証
と
し
て
了
佐
ほ
か
の
句
八
例
を
示
し
て
見
せ
る
の
は
、
京
都
と
江
戸
の

詩
風
の
違
い
と
そ
の
原
因
を
俳
譜
に
即
し
な
が
ら
直
郷
に
教
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
室
鳩
巣
が
後
年
明
か
し
た
、
桐
陰
と
い
う
隠
し
名

で
芭
蕉
と
競
り
合
う
ほ
ど
俳
譜
に
熱
中
し
た
と
い
う
若
い
頃
の
新
井
白
石
の
姿
で
あ

る
（
「
兼
山
麗
沢
秘
策
』
）
。
ほ
か
に
も
羅
人
の
『
好
斎
独
吟
百
韻
」
（
元
文
五
年
刊
）

や
淡
々
の
「
淡
々
文
集
」
（
寛
保
二
年
刊
）
に
序
を
撰
ん
だ
榊
原
霞
洲
（
榊
原
篁
洲

の
男
）
や
祇
園
南
海
な
ど
、
木
門
に
は
俳
詣
に
縁
の
あ
る
人
物
が
多
い
が
（
注
３
）
、

霞
洲
、
南
海
は
も
ち
ろ
ん
、
白
石
に
し
て
も
俳
譜
を
語
っ
た
言
説
は
残
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
静
斎
の
嬉
々
と
し
た
俳
譜
談
義
は
、
こ
う
し
た
資
料
の
欠
落
を
補
う

も
の
で
、
各
人
の
程
度
の
差
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
木
門
の
儒
学
者
た
ち
が
平
素
か
ら

俳
譜
に
関
心
を
寄
せ
、
し
ば
し
ば
話
題
に
の
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
に
充
分

で
は
あ
る
ま
い
か
。

静
斎
の
談
話
の
若
干
を
示
し
、
そ
れ
ら
が
他
の
木
門
の
儒
者
た
ち
の
言
説
や
思
考

と
共
通
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
以
上
か
ら
筆
者
が
析
出
し
た
い
の
は
ま
ず
、
詩
を
主

軸
と
し
て
和
歌
や
俳
諾
を
互
い
に
通
わ
せ
て
論
じ
よ
う
と
し
て
い
た
木
門
の
人
々
の

姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
祖
棟
が
「
錦
里
夫
子
な
る
者
（
木
下
順
庵
）

の
出
づ
る
有
り
て
、
榑
桑
の
詩
皆
唐
な
り
。
方
今
、
君
美
（
新
井
白
石
）
東
都
に
龍

参
し
、
師
礼
（
室
鳩
巣
）
北
陸
に
虎
視
す
。
…
」
（
原
漢
文
、
「
祖
採
集
」
巻
八
、
「
叙
二

江
若
水
詩
一
」
）
と
、
そ
の
唐
詩
を
範
と
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
て
世
の
詩
風
を
一
変

さ
せ
た
こ
と
を
称
え
た
言
を
起
点
と
し
て
、
木
門
の
人
々
が
い
か
に
格
調
声
調
を
重

ん
じ
、
壮
麗
典
雅
な
表
現
を
求
め
、
幕
初
以
来
の
和
臭
芥
々
た
る
詩
か
ら
脱
し
得
た

詩
人
で
あ
っ
た
の
か
を
、
中
国
詩
学
と
の
関
わ
り
に
比
重
を
お
い
て
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
詩
歌
俳
を
自
在
に
論
じ
る
静
斎
の
姿
は
、
そ
う
し
た
詩
人
像
と
は
表
裏
を
な

す
も
の
と
見
る
べ
き
で
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
側
面
を
認
識
し
て
は
じ
め
て
、
日
本
の

漢
詩
人
と
し
て
均
整
の
と
れ
た
把
握
が
可
能
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
静
斎
の
文
学
に
対
す
る
柔
軟
な
姿
勢
は
、
こ
れ
を
一
段
お
し
広
げ
て
、

木
門
の
儒
学
者
た
ち
が
共
通
し
て
抱
い
て
い
た
文
学
観
の
一
面
を
示
す
も
の
と
し

て
、
積
極
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
、
思
わ
れ
る
の
は
、

木
門
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
文
学
探
究
の
熱
情
で
あ
る
。
彼
ら
は
日
々
会
集
し
詩
文

を
切
瑳
し
て
、
「
停
雲
集
』
（
享
保
十
二
年
刊
）
の
よ
う
な
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
生
み
出

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
席
上
で
は
文
学
が
盛
ん
に
論
じ
合
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、
榊
原
篁
洲
『
詩
法
授
幼
抄
」
（
延
宝
八
年
刊
、
の
ち
に
刊
年
未
詳
の
増
補
版

も
あ
り
）
を
は
じ
め
、
新
井
白
石
「
白
石
先
生
詩
範
」
、
新
井
白
石
・
室
鳩
巣
「
室

新
詩
評
」
、
あ
る
い
は
祇
園
南
海
の
『
明
詩
偲
評
」
「
詩
学
逢
原
』
『
南
海
詩
訣
」
な

ど
、
彼
ら
が
残
し
た
実
に
多
く
の
詩
論
の
専
著
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
静
斎
の
和
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筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
『
乗
筆
録
」
が
木
門
の
人
々
の
文
学
熱
を
う
か
が
う
格
好
の

資
料
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
に
急
で
、
静
斎
の
談
話
に
鍋
島
直
郷
が
い
か
に
対
し

た
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
静
斎
の
教
え
が
直
郷
の
文
事
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の

か
と
い
う
、
『
乗
筆
録
」
の
成
立
と
伝
来
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
を
な
お
ざ
り
に

し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
に
対
す
る
充
分
な
答
え
を
出
す
た
め
に
は
、

「
乗
筆
録
」
を
精
読
し
た
眼
で
、
あ
ら
た
め
て
直
郷
の
文
事
全
体
を
見
渡
す
必
要
が

あ
り
、
残
念
な
が
ら
筆
者
に
は
そ
の
準
備
が
な
い
。
よ
っ
て
、
井
上
敏
幸
先
生
を
中

心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
直
郷
の
文
事
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
考
察
し
た
『
鹿
島

鍋
島
藩
の
政
治
と
文
化
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
公
募
共
同
研
究
報
告
書
、
平
成

二
十
年
三
月
）
に
収
め
る
諸
論
に
よ
り
つ
つ
、
お
お
ま
か
な
見
通
し
を
述
べ
て
お
き

た
い
と
思
う
。

井
上
先
生
は
多
年
、
直
郷
の
文
事
を
概
観
さ
れ
、
そ
の
特
徴
と
し
て
次
の
二
点
を

数
え
ら
れ
た
。
ま
ず
、
彼
の
文
事
に
対
す
る
基
本
理
念
に
、
祖
父
鍋
島
直
条
の
文
事

を
「
家
学
」
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
あ
っ
た
こ
と
。

次
に
、
直
郷
の
も
と
で
は
、
種
々
の
年
中
行
事
や
賀
事
追
悼
に
際
し
て
親
族
や
家
臣

を
中
心
に
詩
歌
の
会
が
催
さ
れ
、
そ
の
詠
作
を
一
書
と
す
る
こ
と
が
慣
習
と
な
っ
て

歌
、
俳
譜
に
も
及
ぶ
お
び
た
だ
し
い
数
の
文
学
談
話
は
、
そ
う
し
た
木
門
に
高
ま
っ

て
い
た
文
学
熱
の
具
体
を
、
生
々
し
い
形
で
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

四

お
り
、
こ
れ
は
江
戸
表
よ
り
も
鹿
島
の
地
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。
さ
ら

に
、
鹿
島
で
の
詩
歌
の
会
で
は
漢
詩
と
和
歌
に
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
連
歌
、
俳

譜
の
作
も
加
え
て
募
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
従
っ
て
わ
ず
か
数
年
の
う
ち
に
漢
文
学
の

河
口
静
斎
、
和
歌
の
鴛
河
申
也
と
の
師
弟
関
係
を
終
え
た
の
ち
も
、
家
学
継
承
の
強

い
意
志
は
、
直
郷
の
眼
を
藩
内
に
向
け
さ
せ
、
他
に
教
え
を
仰
が
ず
に
自
身
が
鹿
島

藩
に
お
け
る
文
学
の
指
導
者
と
な
る
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
の
だ
と
結
論
さ
れ
て
い
る

（
前
掲
書
所
収
、
「
鍋
島
直
郷
の
文
事
付
直
郷
五
十
賀
集
「
松
寿
編
」
」
）
。
ま
た

直
郷
の
和
歌
を
検
討
さ
れ
た
久
保
田
啓
一
氏
は
、
堂
上
公
家
の
添
削
を
仰
ぐ
こ
と
も

せ
ず
、
藩
内
の
近
親
者
の
み
を
相
手
と
す
る
彼
の
和
歌
の
世
界
を
「
人
脈
上
閉
じ
ら

れ
て
い
る
」
と
評
し
、
連
歌
と
俳
諮
を
和
歌
と
同
等
に
扱
い
、
堂
上
和
歌
の
洗
礼
を

受
け
ぬ
ま
ま
に
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、
当
時
の
歌
人
大
名
と
し
て
は
き
わ
め
て
異
例

で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
和
歌
の
詠
み
ぶ
り
も
用
語
表
現
の
面
で
実
に
多
く
の
難
点
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
書
所
収
、
「
歌
人
と
し
て
の
鍋
島
直

郷
」
）
。こ

う
し
た
芳
し
か
ら
ぬ
評
価
を
受
け
る
ほ
ど
の
技
篭
な
が
ら
、
直
郷
を
し
て
常
に

た
く
ま
し
い
創
作
意
欲
を
維
持
し
、
詩
歌
連
俳
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
家
臣
た
ち
を

指
導
統
率
し
続
け
さ
せ
た
の
は
、
井
上
先
生
の
御
説
ど
お
り
、
ま
ず
第
一
に
は
責
務

と
も
思
わ
れ
た
家
学
継
承
の
念
で
あ
っ
た
ろ
う
。
筆
者
は
そ
れ
に
加
え
、
静
斎
の
談

話
を
通
し
て
吸
収
し
た
、
漢
詩
を
中
心
に
和
歌
、
俳
譜
を
も
積
極
的
に
論
じ
た
木
門

の
人
々
の
文
学
観
も
、
直
郷
の
意
識
に
大
い
に
作
用
し
て
い
た
と
見
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
今
の
段
階
で
は
、
一
つ
の
想
像
と
し
て
提
出
す
る
ま
で
で
あ
る

が
、
も
し
こ
の
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
木
門
の
文
学
観
が
地
方
へ
伝
播
し
、
そ
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へ津
1

…

の
地
の
文
学
を
鼓
舞
し
た
一
例
を
鹿
島
藩
に
見
出
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
意
味
に

お
い
て
、
「
乗
筆
録
」
は
数
あ
る
蔵
書
の
う
ち
で
も
、
直
郷
が
最
も
尊
び
、
愛
玩
し

て
や
ま
な
か
っ
た
書
物
の
一
‐
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
、
祐
徳
稲
荷
神
社
を
は
じ
め
と
す
る

諸
機
関
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
３
）
こ
の
あ
た
り
、
杉
下
元
明
氏
「
朝
鮮
の
学
士
李
東
郭
」
第
四
節
「
木
門
と
俗
文

芸
」
（
「
江
戸
漢
詩
影
響
と
変
容
の
系
譜
」
所
収
、
平
成
十
六
年
、
ぺ
り
か
ん

社
）
を
参
照
。

（
２
）
田
中
道
雄
氏
「
「
我
」
の
情
の
承
認
ｌ
二
元
的
な
主
客
の
生
成
ｌ
」
（
「
蕉
風
復
興

運
動
と
蕪
村
』
所
収
、
平
成
十
二
年
、
岩
波
書
店
）
を
参
照
。

書
本
の
明
治
期
の
後
印
本
（
発
行
者
、
美
濃
》

京
北
畠
茂
兵
衛
・
同
高
橋
治
太
郎
）
で
あ
る
。

「
国
書
総
目
録
」
に
東
京
大
学
が
所
蔵
す
る
と
言
う
写
本
の
「
静
斎
随
筆
」
は
、

総
合
図
書
館
鴎
外
文
庫
の
一
冊
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
写
本
で
は
な
く
、
甘
雨
亭
叢

書
本
の
明
治
期
の
後
印
本
（
発
行
者
、
美
濃
部
輔
・
田
島
豊
久
、
売
捌
書
難
、
束
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